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幕
末
の
対
馬
の
危
機
的
情
勢

ー
日
本
海
保
全
と
の
関
連
|

上

夫

一
、
課
題

対
馬
に
つ
い
て
は

か
つ
て
戦
前
に
朝
鮮
か
ら
下

闘
に
渡
る
途
中
立
ち
寄
っ
た
こ
と
か
ら

日
鮮
交
渉

史
で
対
馬
の
果
た
す
重
要
な
役
割
を
強
調
し
た
恩
師

田
保
橋
潔
教
授
の
講
義
と
も
併
せ
て

い
ま
な
お
想

い
出
深
い
も
の
が
あ
る
。

実
は
幕
末
の
文
久
元
年
(
一
八
六
一
)

に
生
起
し

た
「
露
艦
対
馬
占
領
事
件
」

(
対
馬
事
件
)
こ
そ
、

極
東
経
営
の
覇
権
を
め
ぐ
る
ロ
シ
ア
・
イ
ギ
リ
ス
間

の
抗
争
激
化
の
表
面
化
し
た
も
の
と
い
え
る
。

つ
ま
り
同
年
三
月
ロ
シ
ア
軍
艦
ポ
サ
ド
ニ
ツ
ク
号

(
艦
長
ピ
リ
レ
フ
)

が
、
日
本
海
入
口
を
拒
す
る
対

馬
の
芋
崎
浦
に
停
泊
し
、
付
近
一
帯
の
永
久
組
借
権

を
要
求
し
た
。
対
馬
藩
が
そ
れ
を
拒
絶
す
る
と
、

シ
ア
兵
は
島
民
に
掠
奪
・
暴
行
を
働
き
、
殺
傷
事
件

上

幕
末
の
対
馬
の
危
機
的
情
勢
|
日
本
海
保
全
と
の
関
連
|

ま
で
引
き
起
こ
し
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
対
馬
藩
や

幕
府
は
な
す
す
べ
も
な
い
有
様
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
イ
ギ
リ
ス
公
使
オ

l
ル
コ
ッ
ク
が

イ

ギ
リ
ス
の
極
東
政
策
上
は
な
は
だ
憂
慮
に
堪
え
な
い

と
し

二
隻
の
軍
艦
を
派
遣
し
て
強
引
に
ロ
シ
ア
艦

を
対
馬
か
ら
退
去
さ
せ
た
。
ま
さ
し
く
「
日
本
海
面
」

に
両
国
海
軍
が
激
突
し
よ
う
と
す
る
険
悪
な
情
勢
が

回
避
さ
れ
た
格
好
で
あ
る
。

こ
う
し
た
情
勢
下
で
、
遠
隔
の
福
井
藩
が
懸
命
に

そ
の
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
丹
念
に
収
集
し
て
い
る
が
、

そ
の
点
、
福
井
藩
の
激
し
い
危
機
意
識
の
特
質
に
つ

い
て
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
こ
で
露
艦
退
去
後
、
対
馬
藩
お
よ
び
幕
府
は
ど

の
よ
う
な
手
立
て
を
講
じ
て
、

日
本
海
の
保
全
を
は

か
ろ
う
と
し
た
か
を
検
討
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

な
お
日
本
海
域
全
般
の
海
防
態
勢
に
つ
い
て
は
、

原
剛
著
『
幕
末
海
防
史
の
研
究
|
全
国
的
に
み
た
日

本
の
海
防
態
勢
|
』

(
名
著
出
版
、

昭
和
六
三
年
)

拙
稿
「
幕
末
日
本
海
域
に
お
け
る
海
防
策
若
越
諾

藩
の
動
向
を
中
心
に
」

(
『
福
井
市
立
郷
土
歴
史
博

物
館
・
研
究
紀
要
』

(
創
刊
号
)
平
成
五
年
)

が
具

ロ

体
的
に
考
察
す
る
の
を
付
記
し
た
い
。

と
こ
ろ
で

注
記
は
す
べ
て
、
本
文
中
の
該
当
箇
所
に
挿
入
す
る
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こ
と
と
し
た
。

二
、
露
・
英
両
艦
激
突
の
危
機

日
本
海
へ
の
入
り
口
を
拒
す
る
対
馬
の
近
海
に
は
、

十
九
世
紀
半
ば
の
嘉
永
年
間
に
入
る
と
、
異
国
船
が

出
没
す
る
不
穏
な
情
勢
と
な
っ
た
。

そ
し
て
安
政
六

年
(
一
八
五
九
)

四
月
十
七
日
、

イ
ギ
リ
ス
艦
ア
ク

が
、
食
料
・
薪
水
な
ど

を
求
め
て
同
島
の
尾
崎
浦
に
来
航
し
た
。
島
内
で
は

大
騒
ぎ
と
な
っ
た
が
、
英
艦
の
船
員
は
、
湾
内
を
測

ノ

プ

量
し
、
濃
部
・
大
船
越
方
面
ま
で
端
船
を
乗
り
回
す

テ
オ
ン
号
(
艦
長
ワ

l
ド
)

ば
か
り
で
な
く
、

上
陸
す
る
有
様
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
五
月
八
日
、
英
船
は
一
た
ん
退
去
し
た
が
、

翌
九
日
、
朝
鮮
釜
山
浦
に
入
港
し
て
対
馬
藩
の
派
出

所
倭
館
に
上
陸
し
た
。
そ
こ
で
も
騒
ぎ
を
引
き
起
こ

さ
せ
た
が
、
浦
所
近
辺
を
測
量
し
て
、
同
月
二
十
五

日
退
去
し
た
。
対
馬
藩
で
は
、
早
速
倭
館
守
備
の
た

め
、
藩
兵
を
繰
り
出
し
た
。
ま
た
幕
府
と
長
崎
に
使

者
を
派
遣
し
、
外
国
船
が
対
馬
の
よ
う
な
用
務
の
な

い
と
こ
ろ
へ
の
寄
港
を
禁
止
さ
れ
た
い
と
の
願
書
を

差
し
出
し
た
。

つ
い
で
、
同
年
十
一
月
十
日
、
同
艦
が
対
馬
の
尾

崎
浦
に
再
来
し
、
前
回
と
同
じ
く
食
料
・
薪
水
を
求

め
、
浦
々
近
海
の
測
量
な
ど
し
て
、
同
月
す
七
日
に

退
帆
し
た
。
こ
の
よ
う
に
安
政
六
年
に
は
イ
ギ
リ
ス

艦
が
二
度
ま
で
も
対
馬
に
来
航
し
、
滞
留
の
聞
に
港

湾
お
よ
び
近
海
の
測
量
を
し
た
の
は
、
当
時
の
対
馬

を
め
ぐ
る
東
ア
ジ
ア
情
勢
に
か
か
わ
る
点
に
注
目
せ

ね
ば
な
ら
な
い
。

当
時
は
、

イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
二
国
と
清
国
と

の
ア
ロ

l
戦
争
〔
一
八
五
六
(
安
政
一
二

)
1六
O
年

(
万
延
元
)
〕
の
最
中
で
、
ロ
シ
ア
は
そ
の
機
に
乗
じ

ア
イ
グ
シ

て
、
一
八
五
八
年
愛
理
条
約
を
結
び
、
黒
竜
江
左
岸

を
領
有
し
沿
海
州
を
両
国
の
共
同
管
理
と
し
て
、
さ

ら
に
熱
望
し
て
い
た
日
本
海
全
域
を
手
中
に
収
め
る

た
め
、
朝
鮮
海
峡
へ
の
南
進
を
策
し
て
い
た
。

そ
の

企
図
を
察
知
し
た
イ
ギ
リ
ス
は
、
朝
鮮
釜
山
浦
と
対

馬
と
の
聞
の
防
衛
線
を
設
定
す
る
た
め
に
、
対
馬
の

戦
略
的
役
割
を
重
視
し
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
情
勢
下
で
、
文
久
元
年
(
一
八
六
二

二
月
三
日
、

ロ
シ
ア
艦
ポ
サ
ド
ニ
ツ
ク
号
(
艦
長
ビ

リ
レ
フ
)
が
、
同
国
シ
ナ
艦
隊
司
令
官
リ
ハ
チ
ヨ
フ

ア
ソ
ウ

の
命
に
よ
り
、
対
馬
の
浅
茅
湾
内
に
入
り
、
同
湾
内

を
詳
さ
に
測
量
し
た
。

昼
ケ
浦

つ
い
で
三
月
四
日
、

村
芋
崎
に
上
陸
し
、
船
体
の
修
理
を
口
実
に
同
地
を

参
照
)
。

占
拠
し
た
の
で
あ
る
(
図

対
馬
藩
で
は
、
事
態
を
重
視
し
、
早
速
退
去
を
要

求
し
た
が
、
艦
長
ビ
リ
レ
フ
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
対
馬

占
領
の
企
図
が
あ
り
と
し
、

そ
の
た
め
絶
対
に
退
去

で
き
な
い
と
反
発
し
、
兵
舎
な
ど
永
住
施
設
の
造
営

に
着
手
し
た
。
さ
ら
に
、
同
月
三
十
三
日
、
ビ
リ
レ

フ
は
、
芋
崎
の
租
借
を
要
求
し
た
が
、
対
馬
藩
の
重

役
(
家
老
職
)

際
の
ロ
ン

ア
側
のの
言仁
い位
分孫
は一
次堅
2長
お知
り V'-
あで
たあ可つ
'<>)た

(
前
略
)
英
国
此
度
広
東
の
軍
に
打
勝
、
当
時

船
修
理
罷
在
、
成
就
の
上
は
、
当
国
エ
軍
艦
差

向
、
兵
威
を
示
し
、
当
国
を
一
円
借
用
致
し
候

積
り
、
右
不
承
知
に
候
得
者
、
戦
争
致
し
掠
奪

の
企
に
付
、
オ
ロ
シ
ヤ
は
仁
義
を
専
と
致
し
候

国
柄
に
付
、

当
国
ニ
御
味
方
致
し
、
此
芋
崎
エ

軍
艦
相
備
置
候
得
者
、
英
国
如
何
程
懇
望
に
存

候
迫
、
手
出
し
相
成
申
さ
ず
、
元
来
英
国
は
対
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馬
全
州
を
押
領
の
積
り
、
魯
国
は
大
国
に
侯
得

者
、
土
地
の
入
用
更
に
こ
れ
な
し
、
又
英
国
の

知
き
非
道
は
こ
れ
な
く
、
唯
芋
崎
の
地
柳
借
用

致
し
、
英
国
の
掠
奪
を
防
候
為
に
は
、
当
国
の

御
安
気
此
上
も
こ
れ
な
し
、
又
右
土
地
拝
借
の

謝
礼
に
は
、
大
砲
五
十
挺
差
上
べ
く
杯
、

略
)

[
日
野
清
三
郎
『
幕
末
に
お
け
る
対
馬
と

英
露
』
(
東
京
大
学
出
版
会
、

七
八
|
八

O
頁
、
参
照
]
。

昭
和
四
三
年
)

以
上
の
と
お
り
、
ビ
リ
レ
フ
は
、
中
国
で
の
ア
ロ
ー

戦
争
後
の
イ
ギ
リ
ス
の
対
馬
占
領
の
企
図
を
説
き
、

そ
れ
を
事
前
に
食
い
止
め
る
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
ロ
シ

ア
の
芋
崎
租
借
を
認
め
る
よ
う
要
求
し
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
対
馬
藩
で
は
断
固
拒
絶
し
た
が
、

ロ
シ
ア
艦
を
退
去
さ
せ
る
だ
け
の
強
硬
措
置
は
と
れ

ず
、
か
れ
ら
の
強
引
な
既
成
事
実
を
や
む
な
く
黙
認

せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

い
っ
ぽ
う
幕
府
は
、
対
馬
藩
よ
り
の
急
報
を
受
け

た
だ
ま
さ

る
と
、
外
国
奉
行
小
栗
忠
順
を
派
遣
し
た
。
小
栗
ら

一
行
は
、

四
月
十
八
日
江
戸
を
立
っ
て
、
中
仙
道
を

経
て
大
坂
に
出
て
、
五
月
五
日
下
関
に
到
着
し
た
。

同
港
か
ら
幕
府
御
用
蒸
気
船
成
臨
丸
に
乗
り
、
七
日

29 

対
馬
の
府
内
浦
に
着
い
た
。

上

小
栗
は
、

五
月
十
日
、
艦
長
ビ
リ
レ
フ
と
会
見
し

た
。
こ
の
第
一
回
の
会
談
で
ロ
シ
ア
側
は
贈
品
謝
礼

を
口
実
に
藩
主
へ
の
謁
見
を
強
く
求
め
、
小
栗
は
謁

見
を
許
可
す
る
旨
を
回
答
。
同
月
十
四
日
の
会
談
で
、

小
栗
は
ロ
シ
ア
兵
の
無
断
上
陸
を
条
約
違
反
で
あ
る

後

と
し
て
抗
議
。
同
月
十
八
日
、
第
三
回
会
談
で
、
藩

主
謁
見
の
実
現
を
求
め
る
ビ
リ
レ
フ
に
対
し

小
栗

は
反
対
し
た
が
、
話
し
合
で
は
何
ら
ら
ち
が
あ
か
ず

に
、
同
月
二
十
日
に
は
対
馬
を
離
れ
江
戸
に
戻
ら
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
。

よ
し
の
り

ビ
リ
レ
フ
は
つ
い
に
二
十
六
日
、
藩
主
宗
義
和
に

さ
ら
に
六
月
一
日
、
芋
崎
近
辺
の
土
地
租

会
見
し
、

借
、
海
湾
警
衛
の
委
任
な
ど
計
十
二
ヵ
条
の
要
求
を

こ
れ
ら
の
諸
要
求
を
幕
府
が
認
め
れ
ば
、

行
っ
た
。

そ
の
通
り
に
取
り
極
め
る
の
で
、
直
ち
に
江
戸
表
へ

差
し
出
す
よ
う
迫
っ
た
が
、

対
馬
藩
は
、
幕
命
を
楯

に
断
乎
拒
絶
す
る
態
度
を
と
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
乙
の
問
、

ロ
シ
ア
兵
は
地
域
住
民
に

掠
奪
・
暴
行
を
重
ね
、
大
船
越
瀬
戸
で
は
殺
傷
事
件

ま
で
引
き
起
こ
す
始
末
で
あ
っ
た
。

後
述
の
『
松
平
春
獄
公
史
料
』
の
恥
日
の
「
五
月

十
五
日
安
藤
対
馬
守
様
御
勝
手
へ
」
の
書
翰
で
、

シ
ア
兵
の
横
暴
な
振
舞
が
四
月
十
二
日
に
は
頂
点
に

幕
末
の
対
馬
の
危
機
的
情
勢

l
日
本
海
保
全
と
の
関
連

i

達
し
た
と
す
る
が

そ
の
内
容
を
平
易
な
表
現
で
示

す
こ
と
に
す
る
。

ロ
シ
ア
人
は
艦
の
小
舟
で
東
海
に
乗
り
出
す
つ

も
り
で
、
大
船
越
の
瀬
戸
口
へ
か
か
っ
た
。
こ

の
場
所
は
以
前
か
ら
、

国
防
の
意
味
で
差
し
止

め
て
お
い
た
と
こ
ろ
、

そ
れ
を
押
し
破
っ
て
通

ろ
う
と
し
た
の
で
、
番
人
た
ち
は
そ
れ
を
制
止

し
た
。
す
る
と
外
人
は
郷
土
二
人
を
捕
え
、

者
の
安
五
郎
を
殺
し
、
無
法
至
極
の
振
舞
い
を

し
た
が
、

「
穏
便
に
、
穏
便
に
」

と
の
幕
府
の

厳
重
な
布
達
を
肝
に
刻
ん
で
い
た
の
で
、
手
出

し
を
せ
ず
、
死
人
は
そ
の
ま
ま
に
し
、
生
捕
ら

れ
た
郷
土
を
も
取
り
返
え
さ
ず
に
お
く
始
末
で

あ
っ
た
。
こ
の
度
、
国
許
(
対
馬
)
か
ら
飛
脚

が
来
た
が
、

四
月
十
三
日
、

ロ
シ
ア
人
共
が
ま

た
も
や
大
船
越
で
乱
暴
を
し
た
こ
と
も
、
対
馬

守
か
ら
書
面
で
申
し
上
げ
た
と
お
り
で
、

い
よ

い
よ
切
迫
の
事
態
と
な
っ
た
。

も
っ
と
も
四
月

十
二
日
に
捕
え
ら
れ
た
郷
土
二
人
は
、
艦
の
中

に
つ
な
が
れ
、
恥
辱
の
苦
悩
の
た
め
に
、
死
を

決
し
た
が
、
両
万
を
奪
わ
れ
て
白
書
で
き
ず
、

ロ

一
人
は
下
を
噛
み
切
り
、

口
中
か
ら
血
泡
を
吹

き
出
し
た
の
を
ロ
シ
ア
人
が
見
つ
け
、

早
速
取
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り
押
さ
え
た
。

そ
し
て
残
る
一
人
と
共
に
通
弁

の
外
人
を
添
え
て
十
四
日
昼
カ
浦
村
(
注
、

崎
と
向
か
い
合
う
位
置
)
役
人
方
へ
と
届
け
て

き
た
。

ま
た
十
三
日
に
捕
え
て
帰
っ
た
番
所
の

番
人
二
人
、
足
軽
一
人
は
、
や
は
り
船
の
中
に

つ
な
い
で
お
か
れ
た
。

ロ
シ
ア
人
は
昼
が
浦
の

役
人
に
、
何
か
用
事
を
頼
み
、

そ
れ
に
か
こ
つ

け
て
役
人
を
船
中
へ
招
い
た
。
役
人
は
船
中
へ

の
招
き
を
断
わ
っ
た
の
で
、
捕
虜
の
番
人
た
ち

に
足
錠
を
か
け
た
ま
ま
で
、
村
役
人
の
目
の
前

、
も
》
}
戸
」
り

に
引
き
出
し
て
来
て
、
警
を
つ
か
み
、
な
ぐ
り

つ
け
た
。
こ
の
乱
暴
に
、
島
民
は
怒
り
に
堪
え

ず
、
手
向
い
を
す
る
の
を
待
ち
、
そ
れ
を
口
実

に
し
て
、
戦
い
に
持
ち
込
む
た
め
で
あ
っ
た
。

外
人
に
は
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
さ
れ
て
も
、

穏
便
に
せ
よ
と
の
御
達
し
に
よ
り
、
対
馬
守
に

お
い
て
は
、

ロ
シ
ア
軍
艦
に
対
し
、
た
だ
た
だ

穏
便
に
い
た
し
て
い
る
。
し
か
し
外
人
が
好
ん

で
事
を
起
こ
す
よ
う
な
時
と
な
っ
て
は
、
ど
う

に
も
仕
方
が
な
く
、
ま
っ
た
く
当
惑
し
て
い
る
。

ま
こ
と
に
容
易
な
ら
ざ
る
書
面
を
差
し
上
げ

御
賢
断
の
指
揮
を
伺
う
こ
と
を
、
誠
に
恐
縮
に

存
ず
る
。

以
上
の
よ
う
な
文
面
か
ら
み
て
、
幕
府
と
し
て
、

尾

島
民
が
ロ
シ
ア
兵
か
ら
ど
ん
な
仕
打
ち
を
う
け
て
も

た
だ
「
穏
便
」

の
手
し
か
持
ち
合
わ
せ
ず
、
幕
命
に

「
忍
び
が
た
き
を
忍
び
、

よ
る
藩
主
よ
り
の

く
れ
ぐ

れ
も
自
重
せ
よ
」
の
直
諭
で
、
武
力
衝
突
に
は
及
、
は

な
か
っ
た
。
こ
の
際
、
対
馬
藩
が
強
硬
策
に
踏
み
切
っ

た
な
ら
ば
、

ロ
シ
ア
艦
に
武
力
行
使
の
口
実
を
与
え
、

対
馬
全
島
が
ロ
シ
ア
の
完
全
な
占
領
下
に
置
か
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
に
相
違
な
い
。

そ
こ
で
、
こ
う
し
た
「
対
馬
事
件
」

の
報
を
入
手

し
た
イ
ギ
リ
ス
公
使
オ
l
ル
コ
ッ
ク
は
、
対
馬
が
ロ

シ
ア
に
占
領
さ
れ
る
と
、

イ
ギ
リ
ス
の
極
東
戦
略
に

致
命
的
な
打
撃
を
受
け
る
も
の
と
憂
慮
し
、
東
洋
艦

隊
司
令
長
官
ホ
l
プ
と
協
議
し
、

ロ
シ
ア
艦
の
退
去

を
要
求
す
る
こ
と
に
決
め
た
。

さ
ら
に
オ
l
ル
コ
ツ

ク
と
ホ

l
プ
は
、

叶
対
馬
事
件
」
の
対
策
に
苦
慮
し

て
い
る
老
中
安
藤
信
正
と
、
七
月
九
日
・
翌
十
日
の

両
日
秘
密
会
談
を
も
ち
、
イ
ギ
リ
ス
艦
隊
が
対
馬
に

急
航
し
て

ロ
シ
ア
艦
に
即
時
退
去
を
要
求
す
る
こ

と
を
約
束
し
た
。

司
令
長
官
ホ
l
プ
は
、
ウ
リ
ン
ダ
フ
号
(
大
砲
四

挺
積
込
、
九
。
人
乗
組
・
船
将
ク
レ
ゲ
)
で
長
崎
に

向
い
、

上
海
か
ら
同
地
へ
来
て
い
た
エ
シ
カ
ン
テ
l

一
八

O
人
乗
組
、
船
将

ゼ
l
ム
ス
・
ナ
ハ
オ
フ
)
に
乗
り
か
え
、
ウ
リ
ン
ダ

フ
号
を
も
率
い
て
対
馬
に
急
航
し
た
。
そ
し
て
、
二

ル
号
(
大
砲
十
二
挺
積
込
、

十
三
日
、

ビ
リ
レ
フ
に
強
硬
に
退
去
を
追
っ
た
。

い
っ
ぽ
う
、
幕
府
は
、
箱
館
奉
行
村
垣
範
正
に
命

じ
て
、
同
地
の
ロ
シ
ア
領
事
ゴ
シ
ケ
ビ
チ
と
、
露
艦

退
去
の
交
渉
を
重
ね
て
い
た
。
ゴ
シ
ケ
ピ
チ
は
、

1) 

ハ
チ
ヨ
フ
提
督
に
交
渉
状
況
を
報
告
し
た
が
、

リ
!¥ 

チ
ヨ
フ
は
、
ポ
サ
ド
ニ
ッ
ク
号
を
退
去
さ
せ
る
こ
と

そ
の
命
令
を
伝
え
る
た
め
、
露
艦
オ
フ
リ

に
決
し
、

ニ
ツ
チ
号
を
対
馬
に
向
か
わ
せ
た
。
同
艦
は
、
七
月

二
十
六
日
、
対
馬
に
到
着
し
て
、
そ
の
命
を
伝
え
た

〔
前
掲
『
幕
末
に
お
け
る
対
馬
と
英
露
』
二
五
五
頁
、

参
照
〕こ
う
し
て
、
露
艦
ポ
サ
ド
ニ
ツ
ク
号
は
、

イ
ギ
リ

ス
艦
隊
に
よ
る
退
去
要
求
と

命
令
に
よ
っ
て
、

リ
ハ
チ
ヨ
フ
の
退
去

つ
い
に
八
月
十
五
日
、
対
馬
の
芋

崎
を
退
去
し
、
浅
茅
湾
を
出
て
北
上
し
て
姿
を
消
し

た。
幕
府
も
、

「
露
艦
対
馬
占
領
事
件
」

で
、
大
き
な

衝
撃
を
う
け
る
と
と
も
に
、
対
馬
の
戦
略
的
な
重
要

性
に
着
目
し
、
対
馬
の
現
地
調
査
の
た
め
、
外
国
奉
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行
野
々
山
兼
寛
ら
を
派
遣
し
て
、
九
月
二
十
日
、
対

馬
府
内
浦
に
着
船
し
た
。

一
行
は
全
島
を
巡
検
し
、

翌
文
久
二
年
正
月
七
日
、
対
馬
を
出
船
し
た
。

野
々
山
一
行
は
、
対
馬
に
か
か
わ
る
詳
細
な
復
命

書
を
幕
閣
に
提
出
し
た
が
、
対
馬
全
島
を
上
知
し
開

港
場
と
す
る
に
は
不
備
な
点
が
目
立
っ
た
め
、
浅
茅

湾
へ
の
艦
船
の
立
ち
寄
り
と
、

一
部
生
活
物
資
の
補

給
だ
け
を
認
め
る
と
い
う
制
限
付
開
港
場
と
す
る
の

が
適
当
と
の
報
告
を
行
っ
た
〔
勝
海
舟
『
開
国
起
源
』

(
下
)

一
O
六
頁
、
参
照
〕
。

と
こ
ろ
が
文
久
二
年
後
期
か
ら
翌
三
年
に
か
け
て
、

長
州
藩
を
後
楯
と
す
る
譲
夷
運
動
が
高
ま
る
な
か
で
、

同
年
三
月
十
五
日
、
従
来
の
同
藩
に
加
え
、
平
戸
・

平
戸
新
田
・
唐
津
藩
に
対
馬
支
援
と
非
常
食
糧
の
準

備
を
命
じ
、
さ
ら
に
四
月
五
日
、
福
岡
・
佐
賀
・
熊

本
・
薩
摩
藩
な
ど
九
州
の
十
四
藩
に
、
非
常
の
さ
い

の
対
馬
支
援
の
出
動
態
勢
を
と
る
と
と
を
義
務
づ
け

〔
細
川
家
編
纂
所
編
『
肥
後
藩
国
事
史

料』

(3)
七
一

O
頁
、
参
照
〕
。

た
の
で
あ
る

三
、
福
井
藩
の
危
機
意
識

実
は

「
対
馬
事
件
」
に
先
立
っ
て
、
福
井
藩
主
松
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平
春
獄
の
謀
臣
橋
本
左
内
は
、

ま
ず
ア
メ
リ
カ
と
の

上

通
商
条
約
に
よ
っ
て
友
好
関
係
を
結
び

さ
ら
に
大

国
ロ
シ
ア
と
の
聞
に
攻
守
同
盟
を
成
立
さ
せ
る
こ
と

に
よ
り
、

イ
ギ
リ
ス
と
戦
端
を
ひ
ら
く
も
敢
て
辞
せ

ぬ
態
度
で
、

国
際
社
会
に
臨
む
の
が
極
め
て
得
策
だ

と
判
断
す
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
日
露
同
盟
論
と
も
い
え
る
か
れ
の
外
交

策
が
、
安
政
四
年
(
一
八
五
七
)
十
一
月
二
十
八
日

付
け
の
村
田
氏
寿
宛
書
翰
(
『
橋
本
景
岳
全
集
』
上
、

五
五
二

1
四
頁
、
以
下
『
全
集
』
と
略
称
す
る
)
の

な
か
に
甚
だ
明
確
に
う
か
が
わ
れ
る
の
で
、
次
に
そ

の
内
容
の
大
要
を
記
す
る
こ
と
に
す
る
。

只
今
の
国
際
情
勢
を
み
る
と
、
将
来
五
大
州
は

一
国
と
な
っ
て
同
盟
国
と
な
り
、
盟
主
を
立
て

て
戦
争
を
や
め
る
こ
と
に
な
る
、
だ
ろ
う
。

そ
の

盟
主
は
イ
ギ
リ
ス
か
ロ
シ
ア
の
う
ち
に
あ
る
と

思
う
が
、

イ
ギ
リ
ス
は

「
懐
惇
食
欲
」
、

ロ
ン

ア
は
「
沈
鷲
厳
整
」

で
、
何
れ
後
に
は
ロ
シ
ア

ヘ
衆
望
が
帰
す
る
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
日
本

は
と
て
も
独
立
が
難
か
し
い
。
独
立
す
る
に
は

山
丹
(
沿
海
州
)
・
満
州
か
ら
朝
鮮
国
を
併
合

し
、
ア
メ
リ
カ
ま
た
は
印
度
内
に
領
地
を
持
た

な
く
て
は
到
底
望
み
が
達
せ
ら
れ
な
い
。
し
か

し
当
今
で
は
甚
だ
困
難
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
印

幕
末
の
対
馬
の
危
機
的
情
勢
|
日
本
海
保
全
と
の
関
連
|

度
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
占
領
さ
れ
、
山
丹
あ
た
り

は
ロ
シ
ア
が
手
を
つ
け
掛
け
て
い
る
し
、

そ
の

上
日
本
の
力
が
不
足
し
て
い
る
の
で
、
強
大
な

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
軍
兵
に
敵
対
し
て
何
年
も

戦
争
す
る
こ
と
は
覚
束
な
い
。
却
っ
て
今
の
う

ち
に
同
盟
国
に
な
っ
た
方
が
得
策
で
あ
る
が

英
・
露
は
両
雄
並
び
立
た
な
い
た
め
、
甚
だ
扱

そ
の
点
「
ハ
ル
レ
ス
」
(
ハ
リ
ス
)

も
す
で
に
言
明
し
て
い
る
が
、
近
年
も
こ
の
両

い
に
く
い
。

者
が

「
争
斗
」

し
た
遮
は
明
白
で
あ
る
。

そ
の

た
め
後
日
イ
ギ
リ
ス
か
ら
ロ
シ
ア
を
伐
つ
先
手

を
我
が
国
に
頼
む
か
、
ま
た
は
蝦
夷
・
箱
館
を

借
り
受
け
た
い
と
要
望
す
る
だ
ろ
う
。

そ
の
際

は
イ
ギ
リ
ス
を
断
然
断
る
か
、

ま
た
は
こ
れ
に

従
う
か
、

い
ず
れ
か
の
方
策
に
よ
ら
ね
ば
な
ら

E
E
。

φ
'
H
B
V
 

と
こ
ろ
で
私
は
是
非
ロ
シ
ア
に
従
い
度

そ
の
わ
け
は
、
ロ
シ
ア
に
は
信
が

い
と
思
う
。

あ
り
隣
境
で
あ
り
、

か
つ
日
本
と
は

「
唇
歯
の

国
」
で
あ
る
。

わ
が
国
が
ロ
シ
ア
に
従
え
ば
ロ

シ
ア
は
我
を
徳
と
す
る
だ
ろ
う
が
、

イ
ギ
リ
ス

は
怒
っ
て
わ
が
国
を
伐
つ
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は

わ
が
国
の
か
え
っ
て
願
う
と
こ
ろ
で

ひ
と
り

孤
立
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
同
盟
に
敵
対
は
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ロ
シ
ア
の
支
援
が
あ
れ
ば
、

難
し
い
が

た
と

え
敗
れ
て
も
「
皆
滅
」
に
至
る
よ
う
な
こ
と
は

な
い
。
こ
の
一
戦
で
我
が
強
に
転
じ
「
危
を
安

に
」
変
ず
る
こ
と
に
な
っ
て
、
わ
が
国
も

の
強
国
」
に
な
る
だ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
な
左
内
の
外
交
観
は
、
極
度
に
緊
張

の
度
を
増
し
つ
つ
あ
る
国
際
情
勢
下
で
、
ロ
シ
ア
と

イ
ギ
リ
ス
の
両
国
が
極
東
の
利
権
を
め
ぐ
り
抗
争
す

る
こ
と
に
な
る
と
の
情
勢
判
断
に
立
ち
、
わ
が
国
の

と
り
わ
け
蝦
夷
地
が
か
れ
ら
の
経
路
の
手
に

場
合
、

侵
さ
れ
る
の
を
真
剣
に
危
倶
す
る
。

そ
の
際
、

イ
ギ

リ
ス
に
比
べ
て
「
我
と
は
唇
歯
の
国
」

で
あ
る
ロ
シ

ア
を
高
く
評
価
し
、
そ
の
友
好
・
同
盟
関
係
に
よ
り
、

イ
ギ
リ
ス
の
侵
攻
に
対
し
て
北
辺
の
防
衛
を
堅
持
し
、

わ
が
国
の
存
立
と
安
全
を
は
か
ろ
う
と
す
る
明
確
な

親
露
反
英
の
外
交
方
式
を
述
べ
た
も
の
に
ほ
か
な
ら

E
h
。

φ
ん

'νそ
の
た
め
に
は
、

「
只
管
和
親
平
穏
」

を
望
む
幕

府
の
日
和
見
主
義
を
か
れ
は
厳
し
く
批
判
し
て
、
思

い
切
っ
た
幕
政
改
革
を
訴
え
る
。
特
に
蝦
夷
地
経
略

は
、
伊
達
遠
州
(
注
、
宇
和
島
藩
主
伊
達
宗
城
)

土
州
侯
(
注
、
土
佐
藩
主
山
内
豊
信
)
を
派
遣
し
て
、 真

さ
ら
に
「
内
地
の
乞
食
・
雲
一
介
の
類
一
一
頭
を
立
、
相

応
の
賄
遣
し
、
蝦
夷
ヘ
遣
し
、
山
海
の
営
致
さ
れ
、

往
来
ハ
重
に
海
路
よ
り
致
し
候
ハ
は
、
蝦
夷
も
忽
開

墾
相
成
る
べ
く
、
航
海
術
も
直
ニ
熟
す
べ
く
と
存
じ

奉
り
候
」

(
『
全
集
』
上
、

五
五
四

1
五
頁
)

と
、
労

働
力
と
し
て
本
土
の
乞
食
・
雲
介
の
類
ま
で
投
入
す

る
と
い
う
大
が
か
り
な
積
極
策
を
主
張
す
る
。

そ
し

て
蝦
夷
地
と
の
交
通
を
も
っ
ぱ
ら
海
路
に
す
る
こ
と

に
よ
り
、
航
海
術
も
大
い
に
進
歩
す
る
も
の
と
判
断

す
る
。こ
う
し
た
積
極
的
な
北
辺
経
略
の
た
め
に
も
、
雄

藩
連
合
の

「
日
本
国
中
を
一
家
と
み
る
」
徳
川
統

国
家
の
創
出
こ
そ
先
決
だ
と
す
る
抜
本
的
な
幕
政
改

革
の
基
本
構
想
を
表
明
し
た
が
、
こ
れ
が
福
井
藩
論

と
し
て
掲
げ
ら
れ
、
当
面
す
る

「
将
軍
継
嗣
問
題
」

を
中
心
に
、

左
内
が
春
獄
の
筆
頭
の
謀
臣
と
し
て
大

い
に
活
躍
し
た
の
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。

次
に
福
井
藩
論
に
深
く
か
か
わ
る
横
井
小
楠
の
露

英
観
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

小
楠
が
ロ
シ
ア
に
つ
い
て
割
と
詳
し
く
述
べ
た
の

が
、
安
政
三
年
十
二
月
二
十
一
日
付
け
の
村
田
氏
寿

や

宛
書
翰
〔
横
井
時
雄
『
小
楠
遺
稿
』
(
民
友
社
、
明

治
二
二
年
)
略
称
『
遺
稿
』
二
四
三
頁
〕
に
み
ら
れ

る
。
そ
の
な
か
で
、
「
比
達
王
」
以
来
二
百
年
余
に

わ
た
り
、
園
内
政
治
は
う
ま
く
行
わ
れ
、
国
王
は
一

「
民
間
之
利

年
の
三
分
の
二
は
圏
内
を
巡
見
し
て
、

害
政
事
之
損
失
」
を
視
察
し
、
従
者
も
わ
ず
か
八
十

人
程
度
で
、

と
く
に
行
在
所
な
る
も
の
は
設
け
ず
に

官
舎
ま
た
は
民
屋
に
止
宿
す
る
た
め
至
極
手
軽
で
あ

る
。
ま
た
政
治
は
国
王
・
官
僚
の
独
裁
は
許
さ
れ
ず
、

「
衆
論
一
決
」

の
う
え
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
、

年
貢
は
収
穫
の
十
分
の
一
で
そ
れ
以
外
は
全
く
徴
収

し
な
い
た
め
民
間
段
富
い
た
し
て
い
る
。
さ
ら
に
経

済
の
道
で
は
金
・
銀
・
銅
・
鉄
な
ど
の
地
下
資
源
や

諸
物
産
の
開
発
が
す
す
み
、
こ
れ
ら
の
交
易
に
よ
っ

て
利
益
を
あ
げ
て
い
る
と
説
き
、
ま
た
は
ほ
ぼ
同
時

期
の
も
の
と
み
ら
れ
る
豊
後
国
藩
土
、

小
河
繭
右
衛

門
宛
書
翰
(
『
遺
稿
』
六
一
五

1
六
頁
)

で
も
、

ロ

シ
ア
に
か
か
わ
る
大
同
小
異
の
内
容
が
述
べ
ら
れ
て

い
る
。ま
た
前
掲
「
村
田
氏
寿
宛
書
翰
」

の
な
か
で
、

ロ

シ
ア
人
の
中
国
観
に
も
触
れ
、
中
国
が
三
千
年
前
の

古
い
時
代
に
「
嘉
舜
之
聖
徳
」
が
あ
っ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
後
世
の
中
国
人
は
「
大
道
の
本
意
」
を
見

た
だ
書
物
を
読
み
詩
文
を
作
れ
ば
よ
い
と

考
え
て
い
る
。
こ
う
し
て
、
当
時
の
中
国
人
の
学
問

失
っ
て
、
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的
態
度
と
し
て
、

「
桑
舜
三
代
の
学
」

や

「
桑
舜
孔

子
の
道
」
か
ら
全
く
逸
脱
し
て
い
る
の
を
ロ
シ
ア
人

ま
で
が
厳
し
く
指
摘
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
小
楠
の

儒
学
に
対
す
る
考
え
方
に
、
い
み
じ
く
も
合
致
さ
せ

る
こ
と
に
よ
り
、

ロ
シ
ア
人
の
学
問
観
が
妥
当
で
あ

る
と
の
か
れ
の
見
解
を
述
べ
た
も
の
と
い
え
る
。

実
は
小
楠
が
万
延
元
年
(
一
八
六

O
)
福
井
藩
の

藩
是
と
す
る
た
め
に
記
し
た

『
国
是
三
論
』
(
富
国

論
)
の
な
か
で
、

イ
ギ
リ
ス
の
国
情
や
中
国
に
対
す

る
外
交
政
策
に
つ
き
、
種
々
率
直
な
意
見
を
表
明
す

る

つ
ま
り

「
政
体
一
に
民
情
に
本
づ
き
、
官
の
行
ふ

処
は
大
小
と
な
く
必
悉
民
に
議
り
、
其
の
便
と
す
る

処
に
随
て
、
其
の
好
ま
ざ
る
処
を
強
ひ
ず
、
出
戎
出

好
も
亦
然
り
。
伯
之
魯
と
戦
ひ
清
と
戦
ふ
兵
革
数
年
、

死
傷
無
数
計
費
幾
万
は
皆
是
を
民
に
取
れ
ど
も
、

と
、
民
意
に
も
と
づ

人
の
怨
嵯
あ
る
こ
と
な
し
。
」

く
民
主
的
な
政
治
を
行
う
た
め
、
国
民
か
ら
の
厚
い

信
頼
を
得
て
い
る
と
、
説
く
わ
け
で
あ
る
〔
花
立
三

郎
全
訳
注
、
『
講
談
社
学
術
文
庫
』
に
よ
る
〕
。

つ
い
で
小
楠
は
、
中
国
自
体
の
偏
見
的
か
つ
伝
統

的
な
外
交
策
を
手
厳
し
く
批
判
し
、

「
待
つ
に
昔
日
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の
夷
秋
を
以
て
し
、
蔑
視
す
る
こ
と
禽
獣
に
等
し
き

上

あ
へ
ん

に
よ
り
、
道
光
の
末
年
鵜
片
の
乱
に
よ
り
大
に
英
国

の
為
に
挫
折
せ
ら
れ
、
止
む
を
得
ず
和
親
の
条
約
を

立
る
と
い
へ
共
、
朝
野
の
気
習
購
惰
侮
慢
に
し
て
、

約
を
守
る
こ
と
堅
か
ら
ず
、
数
変
数
約
毎
に
彼
が
大

義
に
屈
し
、
兵
威
に
怖
、
好
港
沃
を
折
て
、
其
違
約

の
罪
を
償
ひ
、
其
屈
辱
を
極
む
れ
共
、
朝
廷
無
人
優

遊
無
断
、
曽
て
懲
誌
の
念
な
く
、
又
和
戦
の
議
を
決

せ
ず
、
唯
像
安
を
私
す
る
の
み
な
ら
ず
、
猶
約
に
背

ひ
て
英
使
を
濫
殺
す
る
暴
慢
の
行
あ
り
、
伺
之
英
国

怒
ら
、
さ
る
こ
と
を
得
ず
」
と
述
べ
る
。

つ
ま
り
、
中

国
古
来
の
偏
狭
な
中
華
思
想
が
災
い
し
て
、
ア
ヘ
ン

戦
争
に
よ
り
中
国
が
大
敗
を
喫
し
、
そ
の
後
中
国
は

イ
ギ
リ
ス
と
の
条
約
の
取
り
極
め
を
守
ら
ず
、

惰
侮
慢
」
な
態
度
を
と
っ
た
た
め
、
そ
の
結
果
ア
ロ
ー

号
事
件
(
一
八
五
六

1
六
O
)
を
引
き
起
こ
し
、

段
と
過
酷
な
制
裁
を
う
け
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
事
情

を
、
小
楠
は
極
め
て
冷
静
な
眼
で
論
じ
た
と
い
え
よ

v

つ。
と
こ
ろ
で
小
楠
は
、

ロ
シ
ア
・
イ
ギ
リ
ス
両
国
の

と
り
わ
け
十
九
世
紀
以
降
の
ロ
シ
ア

の
南
下
政
策
や
極
東
政
策
が
、

関
係
に
つ
き
、

イ
ギ
リ
ス
と
の
厳
し

い
対
立
・
衝
突
関
係
を
引
き
起
こ
し
た
こ
と
に
、
甚

だ
深
い
関
心
を
寄
せ
て
い
る
。

つ
ま
り
ク
リ
ミ
ア
戦

幕
末
の
対
馬
の
危
機
的
情
勢
日
本
海
保
全
と
の
関
連
|

争
(
一
八
五
三

1
六
)

ロ
シ
ア
の
南
下
政
策
が

で

イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
両
勢
力
に
よ
り
挫
折
し
た
た

め

つ
ぎ
は
矛
先
を
極
東
に
向
け
、
中
国
が
ア
ロ
ー

号
事
件
に
苦
悩
し
て
い
る
の
に
乗
じ
て
、

ロ
シ
ア
は

中
国
と
愛
環
条
約
(
一
八
五
八
)

を
結
び
、

ア
ム
1

ル
川
(
黒
龍
江
)
左
岸
一
帯
を
領
有
し
た
事
情
を
小

楠
は
よ
く
承
知
し
て
い
る
。
そ
し
て
「
黒
龍
江
は
我

サ

ハ

リ

ン

ウ

ラ

ジ

オ

ス

ト

ッ

ク

北
蝦
夷
の
薩
恰
連
に
隣
れ
ば
、
其
の
馬
頭
繁
盛
に
到

ら
ば
諸
州
の
船
舶
日
本
海
に
輯
較
し
て
、
英
・
露
の

戦
争
も
亦
数
年
な
ら
ず
し
て
日
本
海
面
に
起
ら
ん
と

〔
『
国
是
三
論
』
(
強
兵
論
〕
と
、

極
東
に
お
け
る
ロ
シ
ア
の
南
下
政
策
を
イ
ギ
リ
ス
の

す
る
の
勢
あ
り
」

購

北
上
の
政
策
と
が
、

日
本
海
で
衝
突
す
る
危
険
性
を

は
ら
む
こ
と
を
看
破
す
る
。
こ
う
し
て

「
一
一
国
必
日

本
を
争
ふ
べ
け
れ
ば
、

日
本
の
危
険
尤
甚
し
と
い
ふ

べ
し
」

と
論
じ
、

ロ
シ
ア
・
イ
ギ
リ
ス
両
国
間
で
、

極
東
経
営
の
主
導
権
を
め
ぐ
る
抗
争
は
必
歪
で
あ
り
、

日
本
自
体
が
も
っ
と
も
厳
し
い
危
険
に
見
舞
わ
れ
る

と
判
断
す
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
甚
だ
興
味
深
い
の
は

か
ね
て
福
井
藩

が
「
対
馬
事
件
」
に
か
か
わ
る
詳
し
い
諸
情
報
を
収

集
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
『
松
平
春
薮
公
史
料
』

の
な
か
で
、

(
『
小
池
正
胤
家
文
書
』
)

こ
の
事
件
に
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関
連
し
た
数
多
く
の
情
報
や
密
室
田
の
写
し
な
ど
が
含

ま
っ
た
く
驚
く
ほ
か
は
な
い
。

ま
れ
る
の
に
は
、

特
に
『
同
史
料
』
第
一
四
冊
の
対
馬
・
壱
岐
に
つ

い
て
の
情
報
と
し
て
、
文
久
元
年
(
一
八
六
一
)
二

月
十
九
日
宗
対
馬
守
よ
り
久
世
大
和
守
(
老
中
久
世

広
周
)

に
差
し
出
し
た
調
書
を
は
じ
め
ロ
シ
ア
艦
の

動
静
や
宗
氏
・
島
民
、

そ
れ
に
幕
府
の
苦
難
な
対
応

な
ど
に
つ
い
て
、
付
表
の
と
お
り
、
計
二
三
件
に
お

よ
ぶ
諸
史
料
が
認
め
ら
れ
る
。

当
時
春
巌
は
、
江
戸
霊
岸
島
邸
に
幽
居
中
で
、
小

楠
が
春
薮
の
招
き
に
よ
り
、
文
久
元
年
四
月
よ
り
八

月
ま
で
、
同
邸
で
春
巌
に
講
学
し
て
い
る
。
そ
の
際
、

対
馬
問
題
に
つ
い
て
も
、
収
集
し
た
諸
情
報
に
基
づ

き
、
種
々
検
討
し
た
も
よ
う
で
あ
る
。
す
で
に
ペ
リ
l

艦
隊
の
来
航
に
先
立
ち
、

「
外
圧
」

に
対
す
る
危
機

意
識
に
徹
し
て
、
海
防
策
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
き

た
福
井
落
と
し
て
、
決
し
て

「
対
岸
の
火
事
」

て
傍
観
は
で
き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

と
し

こ
う
し
た
「
対
馬
事
件
」
に
か
か
わ
る
諸
史
料
は
、

か
ね
て
よ
り
の
同
藩
の
巧
み
な
情
報
収
集
の
働
き
に

加
え
、
前
述
の
と
お
り
小
楠
に
よ
る
積
極
的
な
画
策

に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

実
は
万
延
元
年
十
月
十
八
日
付
の
熊
本
の
嘉
悦
市

太
郎
に
あ
て
た
書
翰
の
な
か
で

「
フ
ラ
ン
ス
よ
り

朝
鮮
征
伐
の
打
立
に
て
対
州
借
用
の
申
出
、
廟
堂
大

困
窮
、
可
憐
々
々
」
と
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
の
対
馬
借

用
の
申
出
で
、
朝
廷
が
い
た
く
苦
慮
し
て
い
る
こ
と

ま
た
同
年
十
月
二
十
五
日
付
の
熊
本
の

荻
角
兵
衛
に
あ
て
た
書
翰
で
も
、
同
じ
内
容
の
こ
と

に
触
れ
る
。

が
、
さ
ら
に
具
体
的
に
述
べ
ら
れ
る
。

小
楠
が
江
戸
に
出
て
か
ら
の
文
久
元
年

つ
ぎ
に
、

四
月
十
九
日
、
浦
賀
に
勤
務
す
る
横
井
牛
右
衛
門
に

あ
て
た
書
翰
で
は
、

「
対
馬
事
件
」
が
起
き
て
か
ら

の
状
況
を
述
べ
る
が

そ
の
な
か
で
、

「
ま
ず
露
艦

の
対
馬
侵
入
に
先
立
ち
、
英
・
仏
両
国
よ
り
の
対
馬

開
港
の
要
求
を
対
馬
藩
が
拒
否
す
る
と
、
今
度
は
露

国
か
ら
同
様
の
申
出
が
あ
り
、
同
藩
で
は
甚
だ
窮
地

に
立
っ
て
い
る
。
英
・
仏
両
国
は
対
馬
を
あ
き
ら
め

て
、
中
国
・
四
国
の
瀬
戸
内
海
で
適
当
な
港
を
借
り

受
け
た
い
と
、
す
で
に
ニ
国
が
内
海
に
入
り
、
所
々

測
量
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
相
対
立
す
る
露
・
英

両
国
が
衝
突
し
た
場
合
は
、

H

日
本
海
岸
共
に
戦
争

ち
ま
た

の
巷
“
に
な
る
と
、
米
国
の
ハ
リ
ス
公
使
も
い
た

く
気
遣
っ
て
い
る
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
同
年
六
月
十
六
日
、
「
在
熊
社
中
」
へ
の

書
翰
の
な
か
で
、
対
馬
か
ら
日
本
海
を
中
心
に
、
露
・

英
両
国
間
の
緊
迫
し
た
極
東
情
勢
に
つ
き

つ
ぎ
の

と
お
り
記
述
す
る
。

対
馬
一
条
此
節
は
治
り
申
す
べ
く
、
然
る
処
是

は
独
り
日
本
の
大
患
と
申
迄
に
て
こ
れ
な
く
、

世
界
の
大
患
と
も
相
成
り
申
す
べ
き
哉
、
魯
・

英
の
勢
両
立
せ
ず
、
遂
に
は
乱
と
相
成
り
申
す

べ
く
候
。
就
て
は
魯
既
に
黒
龍
口
を
取
り
、
頻

に
軍
艦
等
の
設
盛
に
い
た
し
候
へ
共
、
黒
龍
口

は
九
月
に
至
り
候
へ
ば
、
海
水
氷
り
航
海
相
成

申
さ
ず
、
一
二
月
よ
り
九
月
迄
の
海
路
に
侯
へ
ば
、

殊
の
外
迷
惑
に
候
。
夫
故
対
州
手
に
入
り
申
さ

ず
て
は

一
向
の
無
益
に
て
こ
れ
あ
り
、
対
州

は
朝
鮮
と
五
島
と
の
中
間
に
て
、
唐
土
・
印
度

等
ア
ジ
ア
州
に
出
候
門
関
に
て
、
此
島
を
英
・

仏
等
よ
り
取
ら
れ
候
て
は
、
魯
は
全
く
封
印
を

付
け
ら
れ
候
て
、
柳
の
働
き
も
出
来
申
さ
ず
、

甚
大
関
係
の
地
に
て
こ
れ
あ
り
候
。
英
・
仏
よ

り
は
魯
よ
り
も
先
き
に
借
用
懸
り
合
い
た
し
御

断
り
に
相
成
候
。
右
の
次
第
故
、
魯
よ
り
は
必

死
に
懸
り
侯
事
情
に
て
候
。
尤
此
節
急
迫
に
懸

り
申
に
て
は
こ
れ
な
き
積
り
、

果
は
甚
だ
以
て

六
か
敷
く
相
成
る
べ
く
、
魯
・
英
の
戦
争
此
処

よ
り
始
り
申
す
べ
き
哉
何
と
も
申
さ
れ
難
く
、
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「対馬事件」情報史料一覧〔文久元年(1861)・福井藩収集〕

No. 標 題 月 日 記名人 丁数 行数

1 私領分対州浅海郡碇泊のロシア船。
文久元年

宗対馬守 84 19 
4月13日

2 
対州より筑後田代の代官所へ申し越し候書面

4. 13 85 8 
写。

3 州中一致に精力を頼み御意これある事。 4. 14 宗対馬守 85 19 

4 酉5月13日夜、公辺より御差図の写。 5. 13夜 " 85 9 

5 田代表より対州の様子申し来り候書翰写。 5. 20頃か 重 ，邑~ 鼎 86 30 

6 
文久冗酉3月8日御差し出し、松浦肥前守勝 3.8 (2. 25 

松浦肥前守 87 28 
手より差し出し候書付3通。 旅中日記)

7 壱岐国を御替地になし置かる可き趣。 壱岐家老中 88 24 

8 文久元酉年4月10日、久世大和守様へ差出す。 2. 19 宗対馬守 88 20 

9 文久元酋年4月24日、崎陽文通の内、書抜。 4. 24 89 8 

10 文久元酉年4月28日付文通の内。 4. 28 89 5 

11 
文久元酉年4月、対馬守宅へ松浦肥前守家来 4. 9 小栗豊後守

90 6 
を呼び達すべき覚。 持帰り 観光丸の記事あり

12 文久元酉年5月5日、先書御案内。 3. 2 宗対馬守 90 12 

13 安藤対馬守様御勝手へ。 5. 15 
ロシア船来航

90 53 
2月3日と記す

14 文久元酉年5月15日、安藤様へ差出す。 4.l4在所日付 宗対馬守 92 17 

15 外国方御用番安藤対馬守様へ差出す。 5. 20 五島讃岐守 93 8 

16 
文久元酉年5月7日、宗対馬守家来より大和

3. 10 宗対馬守 93 14 
守勝手へ申聞け候書付。

17 今般対馬守より別紙の通り願い奉り候。 5. 7 
宗対馬守家来佐藤

93 30 
伊織・古川治左衛門

18 先達て御案内申し上げ置き候。 3. 13 宗対馬守 94 32 

19 
対州表、外国奉行小栗豊後守、御目付溝口八

5. 12 
外国かた

96 52 
十五郎、魯人と対話の大意左の通。 通弁役控

20 
宗対馬守差し出し侯書付、 6月14日寄贈品目

7. 14 宗対馬守 97 17 
録付。

21 
土井能登守家来、勝手へ差し出し候書付、対

7. 18 
土井能登守家来

98 14 
馬守。 雨森宗次郎

22 
対州表碇泊のロシア船(対馬守家来呼び渡す

7. 19 宗対馬守 98 10 
べき書付)

23 右対馬表へ御用の為。
外国奉行野々 山

99 7 
丹後守、その他

〈付表〉

上

幕
末
の
対
馬
の
危
機
的
情
勢
日
本
海
保
全
と
の
関
連

注:W松平春巌公史料~ (東京都新宿区西落合、小池正胤家所蔵) (小池藤五郎編『政事総裁職松平春薮・
幕末覚書~ (人物往来社、昭和43年)所収〕による。
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深
く
恐
る
べ
き
は
対
州
一
条
に
て
こ
れ
あ
り
候
。

右
の
外
相
替
り
申
す
義
こ
れ
な
く
候
。

小
楠
は
、

「
対
馬
事
件
」

は

「
日
本
の
大
患
」
だ

け
で
は
な
く
「
世
界
の
大
患
」

で
あ
り
、

ロ
シ
ア

イ
ギ
リ
ス
両
国
間
の
衝
突
は
避
け
ら
れ
な
い
情
勢
に

あ
る
と
判
断
す
る
。

ロ
シ
ア
は
日
本
海
域
で
の
年
中

の
不
凍
港
を
確
保
す
る
た
め
、
是
非
対
馬
を
入
手
し

た
い
が
、
と
り
わ
け
向
島
は
、
朝
鮮
と
五
島
と
の
中

間
に
あ
っ
て
、
中
国
・
イ
ン
ド
な
ど
ア
ジ
ア
諸
国
へ

の
「
門
関
」
で
あ
り
、

領
さ
れ
る
と
、

イ
ギ
リ
ス
や
フ
ラ
ン
ス
に
占

ロ
シ
ア
は
全
く
身
動
き
が
と
れ
な
く

そ
の
た
め
ロ
シ
ア
は
、
必
死
の
覚
悟
で
、
対

馬
の
占
拠
を
企
て
て
お
り
、
こ
の

な
る
。

「
対
馬
事
件
」
を

発
端
と
し
て
、

い
ず
れ
ロ
シ
ア
・
イ
ギ
リ
ス
両
国
間

の
戦
争
が
勃
発
す
る
と
危
倶
さ
れ

恐
る
べ
き
は

「
対
州
一
条
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
力
説
す
る
の
が
、

大
い
に
注
目
を
ひ
く
。

こ
の
よ
う
な
小
楠
の

「
露
艦
対
馬
占
領
事
件
」
に

対
す
る
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
・
ロ
シ
ア
三
国
の
強

引
な
極
東
政
策
を
背
景
と
す
る
極
め
て
卓
越
し
た
見

方
・
考
え
方
は
、
前
述
の
『
松
平
春
巌
公
史
料
』
の

な
か
の
さ
ま
ざ
ま
な
諸
情
報
を
分
析
・
検
討
し
た
結

果
、
導
き
出
さ
れ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
春
獄
が
翌
文
久
二
年
七
月
、
幕
開
の

政
事
総
裁
職
に
就
任
し
た
段
階
で
、
、
小
楠
が
幕
政

改
革
の
基
本
方
針
と
し
て
策
定
し
た

の
な
か
で
、

「
国
是
七
条
」

「
海
軍
を
興
し
兵
威
を
強
く
せ
よ
」
の

条
文
を
大
き
く
掲
げ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
幕
閣
で

は
、
春
獄
を
中
心
に
、
陸
軍
を
は
る
か
に
上
回
る
大

が
か
り
な
計
画
が
翌
八
月
に
成
立
し
た
。

〔
小
著

公
武
A 
口

体

s勢
茶研
の害

水 I
書越

房事
平幕
成末
ー維

を重
ν 分

析

[
改
訂
版
]

な
に
ぶ
ん
、
春
獄
や
小
楠
が
、

ス
・
フ
ラ
ン
ス
の
厳
し
い

ロ
シ
ア
・
イ
ギ
リ

「
外
圧
」
に
対
応
で
き
る

だ
け
の
強
大
な
海
軍
力
の
創
出
こ
そ
、
当
面
の
政
局

の
重
要
課
題
と
判
断
し
た
の
も
、

さ
き
の

「
対
馬
事

へ
の
懸
命
な
自
己
批
判
に
よ
る
も
の
と
い
わ
ね

ば
な
ら
な
い
。

件
四
、
日
鮮
同
盟
論
の
台
頭

幕
府
側
で
松
平
春
巌
の
よ
き
理
解
者
、
勝
海
舟
の

『
海
舟
日
記
』
〔
『
勝
海
舟
全
集
』
(
問
)
(
勤
草
書
房
、

昭
和
四
七
年
)
四
頁
〕
は
、
「
露
艦
対
馬
占
領
事
件
」

の
終
っ
た
翌
文
久
二
年
の
八
月
十
七
日
よ
り
は
じ
ま

る
が
、
早
く
も
四
日
目
の
二
十
日
付
に
は
、

そ
の
前

日
海
舟
が
、
政
事
総
裁
職
の
春
獄
お
よ
び
老
中
水
野

忠
精
と
会
談
し
た
さ
い
、
対
外
政
策
面
で
対
馬
問
題

を
真
っ
先
に
取
り
上
げ
て
い
る
。
つ
ま
り
海
舟
は
両

人
に
対
し
て
、
つ
ぎ
の
と
お
り
語
っ
た
。

我
対
馬
島
は
英
仏
懇
望
す
る
の
意
あ
り
。
こ
れ

は
、
魯
国
の
西
睡
を
押
止
す
る
の
大
策
な
り
。

急
に
こ
の
島
を
以
で
上
地
仰
せ
つ
け
ら
れ
、
良

港
を
聞
き
、
貿
易
地
と
な
す
時
は
、
朝
鮮
・
支

那
の
往
来
開
け
、

E
、
海
軍
盛
大
に
到
る
の
端

な
ら
ん
か
、
云
々
。

対
馬
の
戦
略
的
お
よ
び
貿
易
上
の
重
要
性
か
ら
、

こ
れ
を
幕
府
が
直
轄
領
と
す
る
こ
と
を
海
舟
が
勧
め

こ
う
し
た
か
れ
の
発
言
か
ら
み
て
、

お
そ
ら
く
春
巌
が
対
馬
問
題
に
つ
い
て
、
海
舟
の
意

た
の
で
あ
る
。

見
を
た
だ
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
海
舟
の
そ
の
後
の

『
日
記
』
は
、
対
馬

問
題
に
つ
い
て
も
し
ば
し
ば
触
れ
て
い
る
。

し
か
も

そ
れ
に
関
連
し
て
、
文
久
三
年
四
月
か
ら
五
月
に
か

け
て
朝
鮮
に
か
か
わ
る
論
議
が
、
幕
閣
内
で
活
発
化

す
る
。
当
時
圏
内
で
は
尊
王
擦
夷
運
動
が
盛
ん
で
、

「
閉
鎖
論
」
が
沸
騰
し
、
幕
閣
で
「
征

韓
論
」
ま
で
論
議
さ
れ
る
緊
迫
し
た
情
勢
下
で
、
海

対
外
的
に
も

舟
に
「
鮮
行
の
命
」
が
二
度
も
下
っ
て
い
る
。

は
、
同
年
六
月
五
日
と
翌
元
治
元
年
三
月
三
日
で
、
そ
れ
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い
ず
れ
も

「
朝
鮮
国
の
事
情
を
探
索
せ
よ
」
と
い
う

こ
と
で
あ
っ
た
。

実
は
、
江
戸
時
代
に
対
馬
藩
は
、
日
鮮
外
交
を
管

轄
し
、
か
つ
日
鮮
貿
易
の
独
占
を
認
め
ら
れ
て
、
そ

の
収
入
で
、
藩
財
政
を
支
え
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
日

り鮮
、貿

農易
業も
生十
産八
に世
ょ紀

SE 
入思

妥芸
弱警
な νノ

対二
馬恋
を
藩七
v~ I~ 

財
政
窮
乏
に
あ
え
ぎ
、
幕
府
か
ら
の
財
政
援
助
を
仰

が
ざ
る
を
得
な
い
羽
田
と
な
っ
た
。

と
り
わ
け
、
前
述
の

「
露
艦
対
馬
占
領
事
件
」
で
、

る島
対内
馬が
防い
衛た
はく
は動
な揺
はし
だ、
>>-4 

見必 司

京 T
なロ
いッ
宍パ

EZ 
等主
はす

た幕
。府

しに
か移
し封
そを

妥z
i i 
素手
が面
対す
馬始
藩末
政と
のな
実つ

権
を
握
る
と
、
移
封
計
画
は
挫
折
し
、
尊
擦
派
は
長

州
藩
の
支
援
を
得
て
、
藩
の
財
政
危
機
と
防
衛
能
力

欠
如
の
打
開
策
を
し
て
、
幕
府
に
年
々
三
万
石
の
支

給
を
求
め
る
強
力
な
運
動
を
展
開
し
た
。

そ
の
中
心
人
物
は
大
島
友
之
允
で
、
老
中
板
倉
勝

静
や
軍
艦
奉
行
並
の
勝
海
舟
ら
の
協
力
を
求
め
た
。

こ
う
し
て
、
文
久
三
年
五
月
十
二
日
、
京
都
に
お
い

て
幕
府
に
提
出
さ
れ
た
援
助
要
求
願
書
で
は
、

37 

強
が
朝
鮮
を
占
領
す
れ
ば

日
本
全
体
の
危
機
と
な

上

る
た
め
、
列
強
進
出
前
に
日
本
が
朝
鮮
に
進
出
す
べ

す
る
が
、

は
じ
め
は
朝
鮮
に
信
義
を
も
っ
て
説
得

そ
れ
に
応
じ
な
け
れ
ば
武
力
を
行
使
す
る

き
で
あ
り
、

も
や
む
を
得
な
い
」
と
い
う
強
硬
な
朝
鮮
進
出
論
を

そ
し
て
、
こ
う
し
た
政
策
遂
行
の
た
め

提
唱
し
た
。

に
も
、
対
馬
藩
に
ぜ
ひ
十
分
な
援
助
を
与
え
て
ほ
し

い
と
訴
え
た
の
で
あ
る
。

幕
閣
内
で
種
々
検
討
し
た
あ
げ
く
、
五
月
二
十
六

日
、
年
々
三
万
石
の
援
助
要
求
を
認
め
る
こ
と
に
決

〉
こ

t
、

従
事
九
カ

そ
の
後
間
も
な
く
六
月
三
日
に
、
朝
鮮
事

情
探
索
の
た
め
、
勝
海
舟
に
対
馬
へ
の
派
遣
を
命
じ

た
の
で
あ
る
。

上
方と
聞こ
をろ
往が
復勝
す域

主将
主要
のぷ
公算

警E
忙吉
殺て『、

れ江
戸
さ・

ら
に
、

「
八
月
十
八
日
の
政
変
」
や
、
翌

そ
の
後
の

元
治
元
年
(
一
八
六
四
)
の

「
禁
門
の
変
」
に
よ
り
、

尊
擦
派
勢
力
が
大
き
く
後
退
す
る
な
か
で
、
老
中
板

倉
勝
静
は
同
年
六
月
に
失
脚
し
、
勝
海
舟
の
政
治
的

立
場
も
悪
化
し
た
。
こ
う
し
て
同
年
十
一
月
、
軍
艦

奉
行
を
解
任
さ
れ
る
結
果
と
な
り
、

肝
心
の
勝
の

ヂリ

「
鮮
行
の
命
」

あ
る
。

は
、
取
り
や
め
沙
汰
と
な
っ
た
の
で

と
こ
ろ
で
、

『
海
舟
日
記
』

の
慶
応
元
年
(
一
八

幕
末
の
対
馬
の
危
機
的
情
勢

l
日
本
海
保
全
と
の
関
連
1

六
五
)

四
月
二
十
一
日
の
条
で
は
、

「
対
州
を
介
し

又
朝
鮮
に
商
を
通
じ
、

続
き
て
北
京
に
通
ぜ
む
と
す
。
此
策
、
五
口
三
、
四
ヶ

年
以
前
に
建
議
、
昨
、
既
に
鮮
行
の
命
あ
り
し
に
閣

老
変
じ
て
終
に
其
の
事
な
ら
ず
」
と
述
べ
、

て
朝
鮮
の
交
際
を
厚
く
し
、

「
鮮
行

の
命
」
が
、

「
閣
老
変
じ
て
」
実
現
し
な
か
っ
た
と

し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
こ
の
文
面
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
海

舟
に
と
っ
て
は
、

「
鮮
行
」

は
決
し
て
侵
略
的
な

「
征
韓
」

を
め
ざ
す
も
の
で
は
な
く
、
朝
鮮
を
日
本

「
外
圧
」
を
受
け

つ
つ
あ
る
ア
ジ
ア
の
一
国
と
し
て
の
連
帯
意
識
に
お

と
同
じ
く

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
列
強
の

い
て

と
ら
え
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

要
は
、

「
露
艦
対
馬
占
領
事
件
」
に
対
す

さ
き
の

る
海
舟
の
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
は
、
横
井
小
楠

の
見
解
と
も
同
じ
く
、
対
馬
の
危
機
は
、

日
本
海
を

「
内
海
」
と
す
る
日
本
お
よ
び
朝
鮮
の
危
機
で
あ
り
、

ひ
い
て
は
ア
ジ
ア
全
域
に
お
よ
ぶ
と
い
う
深
刻
な
対

外
的
危
機
感
に
根
ざ
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
と
で

ま
ず
朝
鮮
に
働
き
か
け
、
さ
ら
に
中
国
の

決
起
を
求
め
て
、
東
ア
ジ
ア
の
軍
事
的
同
盟
を
成
立

さ
せ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
列
強
の
厳
し
い

海
舟
は
、

「
外
圧
」
に
断

困
対
応
で
き
る
だ
け
の
、
戦
略
的
な
防
衛
態
勢
の
構
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想
ま
で
描
い
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

事
実
、
文
久
三
年
四
月
二
十
七
日
、
長
州
藩
の
桂

小
五
郎
と
対
馬
藩
の
大
島
友
之
允
が
海
舟
宅
に
来
訪

し
て
、
朝
鮮
問
題
を
論
じ
た
と
き
に
も
、
海
舟
は

「
当
今
ア
ジ
ア
洲
中
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
抵
抗
す
る
者

な
し
。
こ
れ
皆
規
模
狭
小
、
彼
が
遠
大
の
策
に
及
ば

ざ
る
が
故
な
り
。
今
、

我
邦
よ
り
船
艦
を
出
だ
し
、

弘
く
ア
ジ
ア
各
国
の
主
に
説
き
、
横
縦
連
合
、
共
に

海
軍
を
盛
大
し
、
有
無
を
通
じ
、
学
術
を
研
究
せ
ず

ん
ば
、
彼
が
採
闘
を
遁
が
る
べ
か
ら
ず
。
先
ず
最
初
、

隣
国
朝
鮮
よ
り
こ
れ
を
説
き
、
後
、
支
那
に
及
ば
ん

と
す
」

と
述
べ
た
ほ
ど
で
あ
る
。

三
露
艦
対
馬
占
領
事
件
」

を
契
機
に

い
よ
い
よ

日
本
海
に
お
け
る
ロ
シ
ア
・
イ
ギ
リ
ス
両
国
間
の
緊

迫
し
た
情
勢
下
で
、
と
り
わ
け
勝
海
舟
や
横
井
小
楠

の
論
策
に
も
み
ら
れ
る
と
あ
り
、

「
対
州
一
条
」

i--
、M
V
A

、

制
相
川
品
川
川

日
本
海
、

さ
ら
に
ア
ジ
ア
全
域
の
危
機
に
つ

な
が
る
と
す
る
か
れ
ら
の
透
徹
し
た
情
勢
分
析
こ
そ
、

き
わ
め
て
大
き
な
説
得
力
を
発
揮
し
た
も
の
と
み
ら

れ
る
。

ま
さ
し
く
日
本
海
保
全
の
た
め
の
海
防
策
こ

そ
、
最
優
先
す
べ
き
重
要
課
題
と
し
て
、
当
時
の
幕

聞
や
特
に
福
井
藩
は
じ
め
日
本
海
側
諸
藩
の
要
路
者

の
目
に
映
じ
た
に
相
違
な
い
。

玉
、
総
括

幕
末
の
文
久
元
年
(
一
八
六
一
)
生
起
し
た
「
露

は
、
ま
さ
し
く

艦
対
馬
占
領
事
件
」

(
対
馬
事
件
)

極
東
経
営
の
覇
権
を
め
ざ
す
ロ
シ
ア
・
イ
ギ
リ
ス
聞

の
抗
争
激
化
の
シ
ン
ボ
ル
と
い
え
る
が
、
こ
の
さ
い

幕
閣
側
か
ら
強
い
ら
れ
た
隠
忍
自
重
の
態
度
保
持
を
、

対
馬
藩
お
よ
び
島
民
が
か
ろ
う
じ
て
維
持
し
た
こ
と

が
、
か
え
っ
て
事
態
を
有
利
に
導
い
た
わ
け
で
あ
る
。

も
し
島
民
が
奮
激
の
あ
ま
り
武
力
反
抗
の
挙
に
出
た

と
す
る
と
、
ロ
シ
ア
兵
に
よ
る
対
馬
島
の
全
面
占
拠

の
憂
き
目
を
み
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
険
悪
な
情
勢
下
で
、
遠
隔
の
福
井
藩
が

の

懸
命
に
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
丹
念
に
収
集
し
て
い
る

が
、
こ
の
諸
情
報
は
幕
閣
側
へ
も
伝
達
さ
れ
、
前
述

の
よ
う
な
隠
忍
白
重
を
対
馬
側
に
強
い
る
こ
と
に
な
っ

た
と
み
て
過
言
で
は
な
い
。

と
こ
ろ
で
露
艦
退
去
後
の
対
馬
藩
の
手
立
と
し
て
、

朝
鮮
を
日
本
と
同
じ
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
列
強
の
「
外
圧
」

を
受
け
つ
つ
あ
る
ア
ジ
ア
の
一
国
と
し
て
の
連
帯
意

識
を
強
め
る
こ
と
に
な
る
。

そ
こ
で
朝
鮮
側
に
働
き

か
け
て
日
鮮
同
盟
の
創
出
を
企
図
す
る
が
、
と
り
わ

け
勝
海
舟
は
、
ま
ず
朝
鮮
を
動
か
し
、
さ
ら
に
中
国

の
決
起
を
求
め
て
、
東
ア
ジ
ア
同
盟
を
策
し
た
こ
と

は
、
ま
さ
し
く
日
本
海
域
保
全
の
た
め
の
海
防
態
勢

と
し
て
大
い
に
着
目
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

× 

× 

× 

× 

一
月
、
韓
国

実
は
昭
和
二
十
四
年
(
一
九
四
九
)

の
李
承
晩
は
、
対
馬
は
韓
国
領
と
し
て
日
本
に
「
返

還
」
を
要
求
、

つ
い
で
平
成
十
七
年
(
二

O
O
五)、

韓
国
慶
尚
南
道
馬
山
市
議
会
が

「
対
馬
島
の
日
」
条

さ
ら
に
前
韓
国
海
軍
作
戦
司
令
官
金

成
寓
は
平
成
十
九
年
(
二

O
O
七
)
、
対
馬
へ
の
軍
事

例
を
可
決
し
、

で侵
、攻

も計
ち画
ろを
ん作
韓成
田し師、

府韓

与国
れ扇
をに

型進
「 王寺

主?
い ;2こ

そ最

こ
れ
に
対
し
て
対
馬
側
で
は
、

一
月
二
十
九
日
、
財
部
能
成
対
馬
市

平
成
二
十
一
年

(
一
一

O
O
九
)

長
、
作
元
義
文
対
馬
市
議
会
議
長
は
じ
め
と
す
る
対

馬
市
民
代
表
が
、
防
衛
省
を
訪
れ
て
、
対
馬
議
会
作

成
の
駐
屯
自
衛
隊
増
強
の
嘆
願
書
を
提
出
、
島
民
は
、

対
馬
が
古
来
よ
り
現
在
ま
で

国
境
の
最
前
線
に
居

住
す
る
と
の
認
識
を
し
っ
か
り
持
ち
続
け
て
い
る
こ

と
を
強
調
す
る
有
様
で
、
対
馬
の
新
た
な
今
日
的
課

題
と
し
て
重
視
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
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